
Title 社会政策より見たる加奈陀官営年金制度
Sub Title
Author 松崎, 寿

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1916

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.10, No.2 (1916. 2) ,p.216(102)- 230(116) 
JaLC DOI
Abstract
Notes 雑録
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19160201-

0102

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


绡

十

怨

(

ニ一

六
.

)

雜
錄
社
會
政
饿
ュ
リ
觀
れ
ろ
加
奈
陀
官
憋
年
金
制
度

I
社
會
政
策
觀
た
る
加
奈
陀 

官
營
年
金
制
度

'

(political 

Science 
quarterly, 

V
O
L

 

X
X
X
,

^
o
. 

3, 

Sept. 

1
9

1
5 

所
®

JT，

>
,oarman, 

Canadian Government Annuities 

枧槪紹
 

介)

，

:

松

崎

害

：

n 

—

次

- 

ン二、
掙說

' 

.

'

-1
フ
加
奈
陀
宵
昝
尔
侥
制
度
の
；
«

.

:

.

 

n
r

防
^
殺
老
卬
金
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と
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比
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!
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漪
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及
社
會
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級
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年
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問
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決VJ

稱
し
得
べ
く
ん
ば
彳
は
僅
に
救
贫
院
の
施
設
を
以 

て
滿
足
す
る
の
有
糙
な
ぅ
し
が
、
爾
來
約
半
世
紀
の
趙 

霜
を
經
た
る
今
H

R於
て
は
、
老
贫
者
に
對
し
徒
に
窮 

民
の
汚
名
を
冠
せ
し
む
る
こ
ど
莫
く
し
て
彼
等
の
生
游 

一
を
可
及
的
安
固
な
&
し
む
べ
き
各
種
の
方
策
を
_
ず
る 

\

に
至
れ
ぅ
。
而
し
て
現
今
此
植
の
方
策
の
极
柢
に
横
は 

|

れ
る一

大
主
義
は
、
國
家
が
勞
働
者
を
保
議
し
て
老
衰 

に
伴
ふ
種
々
の
困
雛
を
排
餘
す
る
の
義
務
を
有
す
ど
認 

む
る
も
の
是
に
し
て
"
彼
の
年
金
制
度
の
如
き
は
正
忙 

一
此
思
潮
を
表
示
せ
る|

方
策
に
外
な
ら
ざ
る
な
予 

\

は
今
本
稿
に
於
て
加
奈
陀
の
宵
營
年
金
制
度
が
果
し
て 

へ
叙
上
の1

所
會
政
^
fK
&
命
を
^
す
る
.や
^
や
を
驗
せ
ん 

j
ど
欲
す
。

(
元
來
.年
金
刺
度
は
必
ず
し
‘も
其
內
容
を〗

に
す
る
も 

の
に
は
非
す
し
て
，
英
國
及
び
.新
西
蘭
の
養
老
啤
金
の 

如
き
は
國
家
が
年
金
.*
金
：の
全
部
を
負
擔
し
、
年
金
受 

給
煮B

e
l
c
i
a
a

は
之
に
對
し
て
豫
め
何
等
の
■
金
を 

も
耍
求
せ
ら
る
、
こ
f
な
し
.ど
嫌
も
、
城
洲
太
瞎
の
諧

國
例
へ
ば
瑞
西
、
白

^
_

、
獨
逸
、-佛
蘭
西
等
の
制
度 

は
聊
か
之

S

異

-

^

國

家

の

袖

助

金

以

外

に

年

金

受

給
 

潘
に
對
し
て
も
少
許
の
醵
金
を
爲
さ
し
む
。
而
し
て
斯 

る
場
合
に
國
家
の
補
助
金
は
亦
槌
々
の
形
式
を
採
る
も 

の
に
し
て
、
即
ち

®

逸
に
於
て
は
政
府
は
常
に〗

定
額 

の
醵
出
を
爲
し
、
白
洱
義

"「

ニ，
ュ
ー
シ
ャ
テ
ル
/
瑞
西 

等
に
て
は
政
府
の
補
助
額
は
必
す
し
も
固
定
せ
ざ
る
が 

如
&

是
な
ぅ
。
’要
す
る
に
是
等
の
制
度
は
其
根
本
的
特 

質V
J

し
て
年
金
事
業
經
營
の
费
用
は
勿
論
其
基
金
を
も 

可
成
國
W

の
支
辨
に
裘
せ
ん
ど
す
る
も
の
な
れ
ど
も

•

. : 

之
に
反
し-

I

マ
サ
チ

a

丨
セ
ッ
ツ
.

」

の
年
金
に
於
て
は
州 

政
府
は

«

接
に
補
助
金
を
下
附
す
る
こV」

な
く
、

1

•切 

の
經
费
は
醵
金
を
以
て
支
辨
す
る
を
原
則̂

な
し
、

m
 

に
不
足
の
場
合
に
於
て
の
み
政
府
の
補
助
を
仰
ぐ
こ
、/し 

、
な
せ.C

N。

然
る
に
加
祭
陀
の
官
營
年
金
制
度
に
於
て
は
當
初
ょ 

K
V經
费
を
政
府
の
負
循
S
し
て
醵
金
を
以
て
之
に
充
つ 

る> J 

>
/
4
な
ぐ
タ
且
醵
金
は
普
通
の
市
場
利
率
に
比
じ
幾 

游
屮
继
丨(

一
一
一
セ)

m

錄

社

食

^
饿
1;
.り
概
” „

分
高
き
利
率
を
茶
：礎VJ

し
て
算
出
し
、
總
て
之
を
*
金 

K
繰
入
る
、
0
方
針
を
採
れ
七
從
つ
て
此
制
度
は
1
マ 

ナ
チ
ユ
？
セ
ッ
ツ」

ど
他
の
歐
洲
大
陸
諸
國
ビ
の
略
ぼ
中 

一
間
に
立
て
る
も

0
.̂

云
ふ
べ
き
な

6
。
興
結
果
加
奈
陀 

一
の
醵
金
利
率
は
政
府
.が
年
金
基
金
に
對
し
て
直
接
の
補 

;

肋
を
爲
す
歐
讲
諸
國
に
比
し
低
廉
な
る
を
得
ざ
れ
ど
も 

一r

マ
サ
チ
ユ
ー
セ
ッ
ツ」

に
行
は
る
、
も
の
に
比
す
れ
ば
著 

一
し
く
低
_
な
ぅ
。

.
U

加
奈
陀
官
營
笫
金
制
度
の
I
M
 

加
奈
陀
の
官
營
年
金
制
度
は
|
九
〇
八
年
、
當
時
の
，
 

商
務
卿『

リ
チ
ャ
ー
ド
、
力
ー
ト
ラ
イ
ト」

の
立
案
に
成 

b

T
ク
ィ
イ\

フ
レ
ッ
ド
>
ラ
ツ
ジ
ヤ
ー
<等
の
助
力
に
し 

て
成
立
し
れ
る
も
の
に
し
て
"
該
制
度
劁
設
の〗

因
は 

養
老
年
金
に
對
す
る
運
動
を
鎭
靜
せ
ん
が
爲
め
な
i 

き
。
然
れ
ど
も
實
際
に
於
て
は
殆
ん
と
何
等
の
效
果
を 

も
奏
せ
ず
、
年
金
制
度
の
樹
立
せ
ら
れ
た
る
に
も
枸
は 

&■
■
ず
、
養
老
年
金
に
對
す
る
*運
動
は
今
你
政
界
の1

間 

題
た
夫
は
兎
に
询
現
行
年
^
法
は
上
述
の
如
く
“

i

奈
呢
官
昝
银
倫
制
度 

谘
ニ
號
ー
〇
3



^ u

九
〇
八
年
の
制
定
に
係
气
爾
後
3
囘

(

一
九
o
九
I

1

〇
11
三
年)

の
‘修
正
を
經
て
今
日
に
至
ぅ
た
る
も 

の
な
*
。̂
而
し
て
同
法
，の
极
抵
ビ
な
れ
る
主
_
は
次
の 

四
な
6
ミ
す
。
但
し
此
等
の
條
件
は
必
す
し
も
法
律
の 

明
文
を
以
て
規
定
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
は
办
&
す
.
.

T
、.

年
金
の
給
與
は
國
家
.の
保
®
を
何
す
。

二
、
醵
金
の
中
斷
又
^
停
止
せ
る
®

合
に
於
て
も
年 

.金
^
約
を
無
效.̂

.

爲
す
こ
^
.な
し
。

I

三
’
年
金
.は
偾
務
の
對
價
e
し
て
質
入
讓
渡
し
又
 ̂

其
差
押
を
爲
す
を
得
ず
。
;

四
"
年
余
は
特
定
の
場
合
の
.外
其
開
始
期
以
前
に
給 

與
を
爲
す
を
得
ず
。

加
奈
陀
の
年
金
制
度
が
他
國
の
養
老
年
金
^
異
る
點 

は
政
府
の
補
助
佥
の
庶
接
な
る
ど
問
接
な
る
ビ

に
由
る 

も
の
な
れ
ど
も
"

此
制
度
に
於
て
も
前
述
の
如
ぐ
こ
«

 

の
方
法
即
ち
其
の
.

〗

は
醵
金
算
出
の
利
率
に
於
て
、
其 

の一

ー

は

經

费

.
の

支

佛

に

於

て

政

府

の

補

助

を

享

け

居

れ
 

i

o

詳

言

す

れ

ば

醵

.:

.

#

は
.

緦
.
て

四

分

の

利

_

を

基

礎

ど

S1
負
於
箱
I
リ
觀
n
る
加
祭
m

德

金
制
度

n
ニ
■

c

し
で
算
出
す
る
の
規
定
な
る
が
，
此
率
は
本
法
制
定
當 

時

現

存

の

公

廣

に

比

す

れ

ば

幾

分

高

き

を

以

.て

其

楚

领
 

は
問
接
の
補
助
金VJ.

な
6

し
な
り
。
然
れ
ざ
も
最
近
”い
 

及
び
政
府
は
公
偾
に
對
し
て
五
分
以
上
の
利
子
を
仕
拂 

ふ
に
至
办
し
を
以
て
右
の
補
肋
金
は
自
然
に
消
滅
に
歸 

せ
る
の
理
な
*
^。'

經
營
«

.(
c

對
す
る
政
府
の
補
助
金
は 

現
今
1
1
筒
年
三
高
典
に
及
、ベ
ぅ
。
而
し
て
本
法
制
足
以 

來
最
も
多
額
の
*

費
を
要
し
た
る
は
^

九

I

〇
|
 I

一 

年
度
の
三
高
九
千
卵
な
b

し
^

云
ふ
•

尙
經
營
S

は
平 

均
其
五「

、ノ
丨
セ
ン
ト」

を
酸
金
ょ
り
支
辨
す
る
の
定
め 

な
6

し
が
"

是
れ
が
爲
め
R

其
利
率
を
增
加
す
る
の
必 

要
は
毫
も
無
之
か
ふ
し
が
如
し
。

當
初
年
金
甚
金
は
商
務
省
0

^

0

&

3

3

1

:

o
f

 

T
r

a
d

e

 k

 

c
o

m
m

e
r

c
e

)

の
保
管
に
委
せ
し
が
、

1

九】
】

年
の
政 

變
以
來
は
通
信
省(

p
o
s
t

 

O
f

H
c

e

 

D
e

p
a

r
t

m
e

n
t

)

內
の
年 

金
局(

a
n
n
u
i
t
y

 
b

r
a

n
d

!
)

の
管
寧
に
*

さ
れ
、

|

切
の
1
 

金
は
合
成
基
金(
' 0
§
0

1

10 ;
|

0 ,v
l

m
d

)

の
內
R

t

\
せ
、
b
 

る
、
こ
ビ
、
な
れ
t

さ
れ
ば
年
金
寒
金
ど
辦
す
る
も

祺

R
政
府
.の
帳
筂
上
名
目
の
存
す
'る
め
み
纪
し
て
.、
.0
 

i

.
卵
の
流
用
を
許
し
、
年
金
契
約
者
；は
自
己
の
®
,
金 

祀
對
し
て
政
.府
0
保
.證
を
受
く
る
も
の
^
す
。
®
し
政
，
 

府
は
普
通
の
保
»
業
れ
1

せ
る
•定
^
;の
支
»
準
«

# 

を
保
持
す
る
の
要
.|>
る
や
勿
論
な
"
。̂.、要
す
る
R
今s.:. 

め
狀
飽
に
て
は
年
余
基
金
は
全
く
自
立
に
し
て
"
利
率
.

の
•寒
額
に
對
す
る
政
府
の
補
助
も
實
際
上
存
在
せ
ざ
る 

な
b

o
加
奈
陀
0
年
金
に
は
直
接
年
金(

1
1
1
1
1
1
1
€

&:
2
^
 annuity) 

ビ
据
fs
:
#金(Deferred annuity)

ど
：S
 ー
碗
?>
れ
ど
も
、 

虛
接
.年
金
は
.典
性
質
上
宠
衰
者
の
救
濟
手
段
S
な
る
こ 

ビ
極
め
て
少
し
。
尤
も
老
年
渚
が
®
儉
貯
菩
R
ょ
ぅ
て 

#
た
る
資
金
.を
最
も
有
利
有
效
な
る
方
面
に
放
資
せ
ん
、
 

ピ
す
る
が
，如
き
場
合
に
は
、
同
年
金
の
利
用
を
看
る
こ 

ど
な
き
に
非
ざ
れ
と
も
、
此
は
稀
有
の
事
例
な
る
の
み
‘
 

な
、b
ず
"
契
約
の
總
件
數
^
比
較
す
る
も
此
輝
の
年
金
：
 

は
僅
に
其
六
分
の1

に
過
ぎ
ざ
.る
を
以
て
、
主
ビ
し
‘て 

尉
會
政
策
上
の
觀
察
に
^
め
ん
£
す
る
本
論
に
於
て

は
、
直
接
#

余
に
は
觸
接
す
る
の
必
要
莫
か
る
べ
き
な

据
置
年
金
に
も
亦
種
々
の
契
約
方
法
ゎ
^
。
織
て
年 

金
契
約
は
五
歲
ょ.

々
之
を
爲」

す
を
得
べ
く
、
斯
る
場
合 

に«

親
權
者
又
は
保.

護
潘

‘
の
名̂

於
て
其
'.ホ
込
を
爲
す 

も
の
ビ
す
。
醵
金
の
娜
込
方
法
は
眾
期
又
は
隨
時
の
ニ 

又
‘
年
金
契
約.

考.

は
何
時
に
：て
も
其
醵
金
を 

停
止
す
る.》

J

マ

J

自
由
な̂

V。

但
し
醵
金
を
中
斷
又
は
停

' 

止
4

る
場
合
に
は.

其
醵
出.

鄉
に
栩
當
す
.る
年
金
を
給
與 

せ
ら
る
ベ
き
も
。
若
し
其̂

が
：最.

低
五
十

3|
!
5

の
年
金
を 

も
購
入
す
る
に
足

&

ざ
办
し
時
は
其.

醵
出
額
に
年

1

ー一分. 

0

®

利
を
附
し
て
返
戾
せ
ら
る
。
年
金
は
勞
働
不
能
の 

場
合.

‘の
外
五
十
五
歲
以
前
に
給
與
を
受
く
る
を
#
ざ
れ 

ど
も
當
事
者
の
希
| 1

に.

ょ
.々
て
關
始
斯
を
延
期
す
る
は 

#.

支
な
し
。

m

八
十
五
歲

m

i

R

延
期
す
る
も
其
■
罾 

料
率
は..

之
，を
低
減
す
• ?
>.
.

を
#

ざ
る
，も
の
ど
せ.O

V。

现
今 

年
金.

の
！^

m

限
度

'

は
ニ
千

f

ぅ
。.

然
れ
と
も
本
制
度. 

の
劍
設
せ
&
れ

*

る

當
時̂

は
最
高
限
燦
を
六

w

ij
i
j

ど

發
一
辦
，

1

§
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ニ
ニ
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雜

錄

社

會

政

策

每

觀

玄

如

奈

陀

官

蒙

金

制

度

#;
二

雛

一

〇>>

す
る
こVJ

な
し
。
醵
金
の
利
率
は
契
約
の
糧
類
、
串
込 

奪
の
.年
齡
疯
に
年
金
開
始
の
年
齡
等
に
よ
&
て
遊
等
あ

'

龄
十
卷

.
-な
し
、
.夫
婦
は
堪
獨
に
も
亦
共
同
に
も
同
额
以
上
の
契 

•約
を
爲
す
を
#
ざ
ぅ
し
が
、

1

九
こ
ー
^

以
來
一
千
弗 

k
改
，め
又
夫
婦
は
單
.獨
な
る
ど
典
同
な
る
ど
を
問
は
ず 

各
自
の
金
额
を
右
の
限
度
に
達
せ
し
む
る
を
#
る
に
至 

れ
り

.'
,
而
し
て
共
同
契
約
の
場
合
に
は
年
金
の
給
與
が 

嚴
後
の
生
，存
潘
R
迄
繼
績
す
る
ど
否
ビ
は
全
ぐ
當
事
者\ 

め

隨

意

な

'
: 

一
 

醵
金
は
年
金
局
に
對
し
て
直
接
拂
込
を
爲
し
、
或
は
一 

#
地
.の
郵
扼
爲
替
局(Money-order post c

&
e
s
)

を
經 

て
之
を
爲
す
を
得
べ
ぐ
、
据
镫
年
金
の
場
合
に
は
其
拂
ー 

迖
方
法
は
豫
め
年
金
局
ょ
i
指
定
せ
ら
る
。
其
他
特
殊 

め
條
項
に
ょ
b
郵
便
貯
金
を
以
て
年
金
の
購
入
避
に
充 

つ
る
爲
め
其
r
替
を
1H
便
貯
金
局(post-ofKce savin

'̂| 

かgk
s
)

に
請
求
す
る
を
#
ベ
し
。
又
«
主
は
砒
探
ど
協\ 

が
を
結
び
て
年
金
を
購
入
し
得
べ
く
斯
る
場
へ
n
Rは
其 

!|
|
|入
資

金

は

特

約

に

從

ひ

'て

當

事

潘

の

間

に

分

妃

せ

ら

る

は

勿

論

に

し

て

"

例

へ

ば

同

法

に

於

て

最

も

早

き

開 

始
年
齡
I
常
習
ょ
り
云
ふ
も
適
當
の
年
齡
な
る
I
た
る 

五

十

五

歲

を

採

ぅ

"

之

に

對

し

て

西

卵

の

年

金

を

契

約 

す

る

も

の̂
せ

ば
"
每

月

の0|
金

は

次

の

如

き

•
割

合

ど 

な
る
ぺ
し
。

但
し
左
記
の
年
齢
は
夫
々
契
約
を
爲
せ
る 

時

期

を

示

せ

る

も

の

な

ぅ

"

此

表

の

內

甲

ff
l
獎
約(

H
a
n

 

A
)

ビ
云
ふ
は
茬
し
契
約
遨
が
年
金
開
始
前
に
死
1,
す 

る
時
は
其
醵
出
額
は
三
分
の
複
利
を
附
し
て
*
緻
者
に 

返
戾
せ
ら
る

、
も
の
に
し
て
、
乙
秫
契
約(plan 

B
)

ビ 

«
全
く
此
禪
の
割
戾
金
の
な
き
も
の
を
云
ふ
。

5
*

種
契
約 

乙
_

約 

f

約
締|

思

子

女

チ

男

子

女

子
 

卵

S
べ
き
も
の
ど
す
*
總
て
年
金
契
約
を
爲
す
に
際
し
て 

は
普
a
の
生
命
保
險
に
於
け
.る

が
如
き
身
體
檢
發
を
'要

ニ

八

へ三*--
!',
.-;

1 
i
o 

?

t

N

1

。四
九 

二 

0
0七

ニ
*
九

九

I

:

o

，.弗

•1卯 

八

«-卯
o

こ卯 

〇

四

〇：

四

*八〇‘
.五么一ニ

 

W
•ニ.ニ
四

1
ハ
o
..
 

レ
四
五
，

八
。〇
四

八

•七
四
：

七

A
ニ

.

七
•九
八 

五

〇

一七

•八
六
一

-九
®四
一
一
六

*九
〇

.
一八*四
三

特
殊
の
年
金
契
約
例
へ
ば
保
證
年
金
.(Guaranteed

annuity)

典
同
生
存
年
金
。
。3*
け survivor annuity )

等

に
對
す
る
利
率
は
別
に
年
金
局
に
於
て
確
定
せ
办
。
装

證
年
金
ビ
は
一
一
十
年
を
超
過
せ
ざ
る
期
間
年
金
の
繼
續

す
る
契
約
に
し
て
其
利
^
は
膂
通
P
生
命
年
金
ょ
&
高

し
。
而
し
て
此
種
の
契
約
に
於
て
は
年
金
受
給
潜
に
し

て
保
證
期
間
の
滿
了
前
死
亡
す
る
時
は
、
未
了
期
間
に

對
す
る
年
金
此
其
指
定
せ
.る
漭(

通
常
相
續
人)

に
給
與

'せ
&
れ
、
若
し
又
受
給
溝
が
保
證
期
衡
後
生
存
せ
ば
其

生
存
中
は
何
等
の
報
償
な
く
し
て
年
金
の
繼
續
す
る
も

の
な
&
。
前
表
に
於
て
醵
金
利
率
が
女
子
に
對
し
て
高

き
年
金
給
與
の
年
齢
に
於
け
る
生
存
見
込
年
數
が
劣
子 

R
比
し
長
き
を
以
て
な
.
.

OV 。

0

諸
國
養
老
鎔
金
制
度
ど
の
，此
較 

,
加
奈
陀
の
官
營
年
金
制
度
は
前
述
せ
る
如
く
養
老
年 

.̂
:

に
對
す
る
運
•動
を
*
財
せ
ん
が
爲
め
創
設
せ
ら
れ
た
.
 

想
十
怨

る
も
の
な
る
を
以
て
、
.其
內
容
は
大
K

社
&
政
爾
の
馬 

潮
を
加
味
せ
ざ
る
ベ
か
&,

ざ
る
や
勿
論
な
ぅ
。
隨
つ
て 

之
を
諸
國
の
養
港
年
金
制
度
ど
比
較
評
論
す
る
も
及

す 

し
も
失
當
に
は
非
る
べ
し
。
現
今
世
界
に
於
け
る
卷
考 

年
金
の
代
表
'的
制
度
は
之
を
一I

個
に
大
別
す
る
を
得
べ 

し
'
 1

は
獨
逸
の
#
老
保
險
に
し
て
ニ
は
英
國
及
び
新 

西
蘭
の
.養
老
年
金
刺
度
是
な
6

。
即
ち
前
潘
に
於
て
は
‘
‘ 

國
家
が
年
金
基
金
の
大
部
分
を
補
助
し
，
後
潜
に
在
.

CV 

て
は
國
家
が
其
全
部
を
負
擔
す
る
こ
ど
は
_

頭
耽
にj 

言
せ
る
所
な
6

。

獨
逸
の
老
廢
保
險
に
關
し
て
は
今
玆
に
詳
説
す
る
.の
，
'
 

.暇
な
し
ビ
‘雖
も
ゝ
其
骨
子
は
勞
働
者
の
所
得
に
比
例
し
.
 

て
年
金
額
を
最
低
百
十
馬
克
ょ
り
最
高 
一
I
W三
十
馬
^> 

即
ち一

一
十
六
弗
十
八
似
ょ
&
五
十
四
典
七
十
四
仙
^

爲

し

、

此

間

を

五

級

に

區

別

せ

る

こ

<r
に

し

て

此

年

金

.‘ 

の
給
與
を
亨
く
る
が
爲
め
に
は
千
一
ー
西
週
間
即
も
約
ニ 

十
五
’箇

年

間

每

週

同一

の

醵

金

を

爲

さ

ぃ

る

べ

か

&
、
 

ず
。

酿

金

は

服

傭

容

の

雙

方

：小

淬

に

負

擗

し

、
政

府

味

粥

ニ

鱗

5

七
.

(

ニ
ー
二)

雜

錄

社

脅

政

笟

ふ

り

觀

Ti
x
加
奈
路
背
將
郎
命
制
度



ハ

<

ニ U
U
)

ハ
雜
，錄

,
V
I件
に
就
きi

筒
年
芄
十
®
克
宛
.の
猶
助
金
を
下
附 

t
o 

.

年
金
の
.開
始
湖
は
勞
働
.能
力
の
奈
何
に
拘
は
&
ず 

七
十
歲W.

せ
り
。
'今
此
制
度
、

rJ

加
奈
陀
年
金
制
度
ど
の 

間
の
料
率
を
比
.較
す
.る
に
、
獨
逸
に
於
て
は
四
十
五
歲 

前
後
を
.以
.
.て
年
金
契
約
を
爲
す
こ
ど
|
般
の
風
穷
く
成j 

り
居
^
る
が
、
若
し
加
奈
陀
の
勞
働
者
に
し
て
ft
年

齡

.
 

に
達
し
、
獨
逸
の
最
低
年
金
^
同
額
の
契
約
を
結
ぶ
も 

の
ど
せ
ば
其
_
金
は〗

週
、五
仙
S
な
.る
べ
し
、
然
る
にj 

«
逸
に
於
て
は
»
傭
潘
共
^
し
て 

一
»

©仙
を
?«
^
せ 

“
ば
可
な
.る
な
ぅ
。
.同
.一
の
條
件
R
.於
て
-獨
.逸
の
最
高
年 

余
>」

同
額
の
契
約
は
加
奈
陀
に
在
々
て
は】

週
十
1
仙 

ど
な
れ
.と
も
、
.獨
逸
に
在
6
て
は
十j

仙
半
の
割
合
に 

し
て
此
場
合
に
は
獅
逸
の
方
却
て
高
き
が
如
し
。
然
れ 

:
ど
も
加
奈
陀
.の
勞
働
者
•は1

層
長
斯
R
互
ぅ
て
其
.醵

金

|

，を
爲
し
斯
く
し
て
其
率
を
低
減
せ
し
め
得
る
の
刺
益
ゎ 

>
9
0即
ち

若

し

も

三

、十

五

.歲
R
.て
年

金

契

約

を

爲

さ

.ば

前
條
の
最
低
年
金
は
一
週
ニ
仙
半
、
又
最
高
年
金
は
.

1 

週
.五
®
半

の

，滕

金

を

嬰

す

る

に

止

ま

る

ベ
(
t (

又」

一十

突-
-
^

^

廷̂̂
 

u

m

;
^

^

.姑
え
號 

一o

八

衣

歲
.に
.て
.契

約

を

爲

？
ば

：其

割

合

_は
一

層

減

少

し

て

.前
 

者

はT

週
.

一T

仙

、
.
着

は
 
一
.
H

を
喪
す
る
に
過
ぎ 

ざ
る
べ
し
。

英
國
の：

養
老
年
金
は
七
十
歲
幽
始
i t

し
て
*

吣

與

额
 

.は
通

常1

週
に
就
&
泜

志

な

る

が

故

に

ー

之

を

米

貨

に

‘
 

換

算

せ.ば
'年
額

大

凡

六

十

ニ

卵

五

十

仙

ビ

な

.る
。
今
加 

，奈

陀0
制
度
の
下
に
於
て
同
額
の
年
金
を
購
入
す
る
も
. 

の
ど
せ
ば
、
四
十
五
歲
の
契
約
に
於
て
は
.一
週
十
二
仙— 

半
の
醵
金
を
喪
す
べ
く
*
三
十
五
歲
R
し
て
は
典
半
額 

に
て
足
ぅ
、
又

二
十
五
歲
の
契
約
に
て
は1

週
三
仙
平 

に
て
可
な
る
ベ
き
な
i
 

.，.新
西
蘭
の
養
老
.年
金
は
英
國
の
倍
額
.即
ち
約j

一
十
一
it 

7
!
5
\
^

し
>て
其
給
嚴
の
開
^
期
は
3|
;
年
早
く
六
十
?£
'
^
.
.

 

な
り
。
今
同1

,

條
件
の
年
金
を
加
奈
陀
に
於
て
膦
入
す 

る

^
せ

ば

、

四

十

五

歲

の

契

約

‘̂

於

て

一
迪
五

十

一

伸

 

の
醵
要
す
ベ
く
又
コ
ー
十

3£
歲
.に
.て
一
迪
一
一
十
五
仙
.

1
1

十

歲

R 

X同
.じ
.ぐ
十

仙

：を

_
得
せ
ざ

.る
べ
か
ら
ず

*

是

，に
由
-
^
,て
之
.
^
;
.
觀

れ

礙

の

'如
き
高
き
養
袭
ん

f

I

1
表

蝕
r>

如

1

S

I

は
4
^
.
&
.

之

を

加

、奈‘pb
:
R够
2
^
1
 ̂
る
.も
、
.恐
..ら 

的
上
'層
階
級
の
勞
«
者
R
非
ず
ん
ば
之
を
利
^

る̂
‘•を 

得
ざ
る
ベ
し
。
固
よ
办
一
週
十
#
の
^

®
を
®
す
は
常 

.僻
勞
雪
に
黯
し
.
'て
必
ず
し
も
不
可
能
の
注
文
に
は
P 

I

.
る

べ

し

ヒ

，雖

も
4
斯

る
®
金

を

約

玉

十

.年

の

久

し

X 

き

に
5
办

て

間

斷

なぐ.0
^
^

し

め

む.VJ

す

る

が

如

き

| 

4

锻

等
0
心

琎

狀

態

よ

ふ

剑

斷

し

て

.甚
だ

幸

難

の

.提 

案vj

云
は
ざ
る
べ
か
ら
す
ノ 

.耍
す
石
に
斯
る
長
抑
の
8|j 

金
に
對
す
る
障
害
は
道
德
て
ぅ
語
を
非
常
に
汎
き

意

味

j 

:に
解
す
れ
_ば
、

濟
上
よ
>
は
寧
ろ
；道
德
上
の
极
據
を| 

有
す
る
.も
.の
ビ
云
ふ
べ
き
な
ぅ
。
鉍
れ
と
も
批
難
は
，英

\ 

國

の
養
老
金
を
加
奈
陀
K
適
•用
し
た
.る
場
合
に
は
同一. 

の
眞
迦
.を
包
含
す
る
も
の
.̂
は
，ぁ
ら
.ず
。
何
ど
な
れ
ば 

人

生
.'の
全

.過

程

よ
6
、觀

'察

し

て四
十
五

歲

よ.

c
v

七
十
歲

\ 

.、
に

至

る

間

は

此
*
備

短

き_
間

な

る

を

以

て

、
J&
間

.に 

1

週
十一

1

志

半
.0
资

擒

を

J
I
'

す

る

も»

苦

痛

を

感̂
る

，
縮

に.比
例
し
て
旺
盛
の
：度
を
加
ふ
_る
も
：：の
マ
な
^

表
な
.
 

.
6。
夫
は
.觅
に
.：角
現
在
の
加
奈
陀
官
營
年
金
制
度
_の
：下
_
 

R
於
.て
.も
年
金
は
下
層
の
勞
働
者
間
.に
#
及
せ
ず
し
て 

1
IT
^
^
.
分
4
.|[
の
.餘
.裕
あ
る
ff
級

の

間

に

行

は

る

、
は 

吾
人
の
實
驗
す
.る
所
に
し

て

、
此
事
實
R
ょ
ぅ
て
榴
斷

. 

せ
ば
：獨
.逸
の

如

き

：老

廢

保

險

制

度

を

，
採

用

す

る

も

其

效 

果
に
決
し
て
'著
し
き
徑
麁
は
存
せ
ざ
る
ベ
し
。

想
ふ
に
»

會
政
策
.の〗

平
段
ど
し
て
養
老
年
金
ど
單
，
 

な
.る
年
金
.制
.度
<£

の
孰
れ
を
採
用
す
べ
き
や
は
*
啻
に 

勞
働
者
代
對
す
る
約
擔
の
み
.に
止
ま
ら
す
"

他
の
方
面
- 

ょ 
k
vも
考
慮
を
M

ら
‘さ
^

る
ベ
か
ら
ず
。
例
へ
ば
皮
相
.：
 

の
見
解
を
：以.て
せ
ば
年
金
基
金
の
^

部

又

は
*

®

分
を
'

...
國
庫
の
柿
助
に
抑
ぐ
養
老
.年
金
制
皮
は
勞
働
者
R
對
し 

.て
洵
.に
望
ま
し
き
方
策
の
.如
しVJ,

雖
も
"
.若
し
3t
:
费
用• 

0
源
泉
が
生
'活
.必
fl
品
：

U

對
す
る
«
稅
ょ
6
..生

中

る

が

如

き

場

合

に

在

り

て

は

、

年

金

'
§
^

の

魯

及

は

開

接

ド 

??
M
は

到

底U

十

歲
.ょ
6
七

十

歲

至.る
R

M

0tt
-u
藥

働

：者

：
の
：
錢

«
を

益

.々

增

加
せ
し
む
る
こ
マ」

> な_

る
ベ 

，わ
^vw

る

な

ぅ

。

藍

し

忍

耐

^

®
強

.度

は*

■
，間

の

；短

く

，

其

結
果
M
決

し

て

十

全

な

る

も

の

；
に

は

”
非

る

.な
 

韵

十

潘0!

二
三)

齡

i

i

i

i

f
 

^

i

s

n
 

,

第

：1
,號
.

一
〇
：
九



粥
十
溜

(

ニ
ニ
四〕

錄

社
脅
政
鲛
ぶ
リ
觀
?.
:
冬
加
袼
陀
官
營
年
，金
制
突
：

ぅ
。
你
養
老
年
金
ビ
m
な
る
年
金
制
度
ビ
の
比
較
を
爲 

す
に
忠
办
て
は
發
走
命
金
部
度
の
存
在
か
一
國
の
賃
銀
.
 

に
及
ぼ
す
影I

T
強
に
養
老
年
金
の
勸
儉
貯
蓄
に
及
ぼ 

す
影
響
等
を
も
硏
究
す
^
の
必
要
わ
れ
ど
も
、
此
等
の 

問
題
を
詳
論
す
る
時
は
本
論
の
範
園
を
脱
す
る
が
故
に 

今
は
唯
其
必
耍
を1

言
す
る
に
止
め
た
り
。

四
加
奈
陀
に
普
及
せ
る
年
金
の
種
類 

最
近
の
事
業
年
度
な
る
.

j

九〗

四
1

1
五
^
&
末
に 

現
存
せ
る
加
奈
陀
官
營
年
金
の
契
約
總
件
數
は
三
千
六. 

?|
1
1十
五
に
し
て
、
此
內
三
千
八
は
据
置
年
金
に
屬
し
、
 

%
餘
の
六
f
w十
七
が
直
接
年
金
に
屬
せ
る
の
み
な
.

CN 。 

此
件
數
は
年
金
法
實
施
後
六
年
有
餘
の
成
績
ど
し
て
は 

決
し
て
度
好
な
ぅ
ど
云
ふ
べ
か
&
ず
。
然
れ
ざ
も
加
奈 

陀
に
は
何
此
外
秘
營
年
金
の
行
は
る
、
あ
6
て
、
最
£ 

の
聯
邦
保
險
局(Federal Department of Insurance) 

の
報
吿
に
據
れ
ば
、
年
金
事
業
を
營
め
.る
生
命
保
險
會 

社
は
其
數
三
十
.ニ
社
あ
$
て
其
契
約
總
件
數
は
簞
獨
年 

金
に
6
り
.て
七
有
:̂
+
九

、

生

命

保

險

契

約

附

帶

の

：年

.

金
に
あ
^v

て
ニ
百
四
十
三
を
箅
せ
A
。.尤
も
以
上
の
私 

營
年
金
は
.內
國
に
於
け
：る
契
約
の
み
を
算
へ
た
る
も

の
 

に
し
て
、
實
瞭
保
險
會
社
の
現
在
保
有
せ
る
單
獨
年
金
ナ 

の
契
約
件
數
は
總
計
四
.千
四
f
B六
十
一
に
達
す
る
を
看 

る
。
然
れ
ど
も
此
內
三
千
六
百
六
十
ニ
件
は
外
國
殊
f
c
 

合
.衆
國
に
於
て
締
約
せ
&
れ
た
る
も
の
な
る
が
故
に
" 

內
國
の
契
約
は
附
帶
年
金
を
合
算
す
る

も

官
®
年
金
， 

數
の
三
分
の1

に
も
及
ば
ざ
.る
な
i
。
是
£
1を
以
て
1*
.
 

る
も
加
奈
陀
の
官
營
年
金
が
良
好
な
る
成
績
を
擧
げ
得 

ざ
る
の
理
は
容
易
に
忖
度
し
得
べ
く
、
仍
ち
其
M

H
は 

全
く
年
金
思
想
が
斯
國
R
於
て
未
だ
幼
雅
な
る
に
_
る 

も
の
に
外
な
ら
ざ
る
な
.

C
N

.0.

前
述
の
如
く
加
奈
陀
の
宫
營
年
金
制
度
は
其
醵
金
料 

率
の
甚
だ
有
利
な
る
に
も
拘
は
ら
ず
、

j

般
人
拉
の
間 

に
體
及
す
る
を
得
ざ
'

C
N

き
。
然
れ
ざ
も
此
制
度
が
主
^
> 

し
て
中
産
階
級
以
下
の
.間
に
利
用
せ
&
れ
た

る

は

掩

ふ
 

ベ
か
£

ざ

る
事
實
に

し

で

，其
現
象
は
直
接
'年
金
の
棒
. 

め

_.て
僅

少

な

名

こ

S

、

鼓

に

：锻

M
年

金

の

、分

配

狀

徳

れ

>

I
I

J

1

1
I

i
>
9て
窺
ふ
を
得
べ
し
*
即

^
'
年

金

厨

は

每

年

男

女

間
 

の
契
約
件
數
の
■
合
"
年
金
額
及
び
契
約
の
年
®
等
に 

關
す
る
詳
細
な
る
報
吿
を
發
■表
し
來
れ
る
.が
、
今

〗

九 

1

三
丨
ー
四
年
度
の
報
自
に
徵
す
れ
ば
契
約
總
件
數
の 

丄
ハ
1
*五
〇「

パ
1
セ
ン
ト
し
は
男
子
に
し
て
へ
ー
ニ
八
。五 

o

「

パ
M
セ
ン
ト」

は
女
子
な
i
。
又
男
子
契
約
の
內\ 

2£
十

七「

パ
ー
セ
ン
ト」

は
五
十
弗
ょ
ぅ
百
五
十
弗
に
一 

至
る
年
金
に
し
て
"
女
子
に
就
て
云
へ
ば
此
金
額
の
契 

:
約

は

五

十

六

「

パ

ー

セ

ン

ト

」

を

占

む

"

之

^

次

で

割 

合
の
多
き
は
西
五
十
卵
乃
至
ニ
西
五
十
弗
の
契
約
に
し| 

て
其
割
合
货
子
は
十
四「

パ
ー
セ
ン
ト」

、
女
子
は
十
九
一 

■

「

パ
ー
セ
ン
ト」

に

當

れ

气

®
に
上
6
て
ニ
苜
五
十
弗
一 

乃
I

I百
五

十

卵

の

契

約

に

至

れ

，ば

男

子

は

十

二

「

パ

| 

1
セ

ン

ト

」

、

女
子
は
士
ー
ー

「

パ
I
セ
ン
ト」

S
な

其

j 

.以
上
の
年
金
^
在
6
て
は
契
約
件
數
は
著
し
く
減
少
せ

t
y 

o

次
に
宫
營
年
金
の
契
約
者
に
就
て
第
一
に
注
意
•す
々

ら

ず

"

放

資

を

爲

さ

ん

ビ

す

る

潜

R

t.
^
て

も

比
$ 

多
く
利
用
せ
&
る 

>こ
ど
^
し
て
、
換
言
す
れ
ば
多
少 

の
資
產
を
有
す
る
階
級
潘
間
に
も
亦
其
利
用
を
看
る
こ 

w

是
な
6
。
蓋
し
其
然
る
所
以
は
新
大
陸
の
人
段
が
一 

\

般
に
老
後
に
對
す
る
準
備
ど
し
て
資
金
を
菩
攒
せ
ん
ど 

す
る
が
如
き
觀
念
を
有
す
る
こ
ど
雜
く
、
寧
ろ
其
晃
芘 

の
保
有
額
を
#

*
せ
ん
こ
^
に
の
み
腐
心
す
る
が
故
に 

し
て
"
是

れ

年

金

制

度

が

新

大

陸

^

於

て

萎

靡

振

は

ざ 

る
最
も
重
要
な
る
原
因
な
從
つ
て
多
く
の
歡
迎
を 

.受
け
た
る
年
金
は
放
資
の
要
件
を
具
備
す
る
ど
共
に
、 

老
後
の
準
備
ど
爲
し
得
べ
き
稱
類
に
し
て
、
彼
の&

種
.
 

契
約
は
疋
に
此
目
的
に
適
應
せ
ぅ
。
何
^
な
れ
ば
旣
說 

の
如
く
甲
種
契
約
に
^
て
は
年
金
の
開
始
前
に
契
約
者 

の
死
！3

す
る
時t

r

該
醵
金
は
三
分
の
複
利
を
附
し
て 

返

戾

せ

ら

る

、
を

以

て

な
.實

^

此

理

由

に

ょ

り

乙 

種
契
約
は
甲
純
契
約
の
約
七
分
のI

U

過

ぎ
ざ
る
な 

ぅ
。
官
營
年
金
^
就
て
第
二
に
注
意
す
ベ
き
點
は
年
金 

契
約
者
が
可
及
的
皁
く
年
金
の
開
始
を
希
蕻
せ
る
こ

しヾ

第
二
S 

.
ニ 

一

き
®

は
夫
が
.中
産
階
級
以
下
の
間
に
流
布
せ
る
の
み
な

.婼
十.

怨

(

5
1五)

雜 

'錄

■社
食
政
.

策
.-

5リ
襯

.
?:
冬

加

翁

陀

官

螫

尔

金

制

度



離

十

骀(
n

5

0
雜

0

,

社
會
鬆
I

觀
f

加
靠
官
營
年
金
製
：.へ

第

U

零

ニ

ニ

M
W
.
A

法
_
に
於
„て
规
定
せ
る
年
餘
_
.始
，の
最
猶
年 

齡
は
.
s

t五
歲
な
.る
，•が
、
全
，契
.約
の
四
十
五
'「

パ
ー
セ
.
 

ン
ト」

は
此
年
齡
を
約
定
せ
ぅ
。
次
に
多
き
は
六
十
歲 

に
し
て
約
三
十「
.ハ
.
1
.
セ
.
.ン.，ト」

を
占
.め

.>

.六
十
-
 

五
歲
乃
至
七
十
歲
開
始 
の
契
釣
は
極
め
' て
稀
な 

6 

° 此
：
 

點
.は
英
獨
諸
國
の
養
老
年
金
.に
比
：し
箸
し
C
尙
皁
な
る
；
'
 

所
に
し
て
"
是

れ

加

奈

陀

，の

年

金

黎

約

衮

は

其

開

始

期

-
 

を
-延
畏
し
て
年
金
額
を
增
加
す
る
ょ
A
も
、
寧
ろ
少
額
：
 

な
る
も
可
成
早
く
之
を
得
ん
こ
を
希
塵
す
.る
^
由
る
-
 

も

の

ビ

云

，ふ

べ

き
«
-
<
2
\
-
。
 

：

斯

く

の

如

く

契

約

者
.
.は.年
金

關

始

の

皁

き

，を

欲

す

る 

の
み

な

ら

ず

'
-可
及
的
其
確
實
な
る
こ
^
を
希
題
せ
ぅ
。
 

基
れ
を
：以
て 

一
«
期
間
.の
滿
了
後
生
存
せ
る
時
は
本
人 

へ
給
與
し
、
又
同
期
問
の
滿
.了
後
死
.じ
す
る
時
は
未
了 

期
間
の
年
金
を
相
緻
人
に
支
給
す
る
彼
の
保
證
契
約
は 

最
も
確
實
な
る
も
のVJ

し
て
歡
迎
せ
&
れ
、
殊
に
甲
種
"
 

^
約
.
於̂
_け
る
识
.朝
.の
保
|?
|
年
.金
は
^
.く
.
.流
^
せ
:̂:\。
r
 

1

•
'九

度

.
0
報
，吿
に

.上
れ
ば
同

#
度

求

に

.'7
:

現

存

せ

し

金

契

：約
0
內
0
十

「

パ
：
：
丨

セ

シ

ト

」

餘

は

此.
 

種

類

に

屬

し

、

据
：置

年

金

の

み
R
就

て

觀

察

せW:
此

..禪
 

の

契

約«
五
+

「

パ
；
1
セ
.ン

トJ

を

超
ゆ
る
の
有
櫞
な 

i
。‘
命

實

數.を
.以
て

之

を

示

せ

ば

前

者

は

：三

千

！

1!

西

八

： 

一
十
一
件
の
內
千
六
苗
八
#
に
し
.て
、
後
者
は
ニ
千
八
西
.
 

五
十
件
I

千
I

八
十
九
件
^
及
べ
公
。
然
る
に
單
.
 

純
な
る
乙
！

g

契
約
M
l
,晉

四

千.一

一
件
に
，
し

て
僅
に
總
數
.
 

の
約
十「

パ
ー
セ
ン
.ト」

'に
逡
ぜ
る
.
0み
。
是
等
の
數 

字
«
.明
か
に
加
奈
陀
0
年
'金
契
約
者
0.
多
く
が
年
金
を 

目
す
る
に
放
資
を
ぬ
て
す
る

の
事
實
を
語
る
も
のVJ

云 

ふ
べ
し
。
之
を
要
す
•る
’
に加
奈
陀
に
於
け
る
宫
©
年
金
"
 

の「

契
約
者
は
安
全
且
碗
貧
な
る
放
資
を
望
み
て
、
死
な 

|
る
修
件
に
>關
し
て
賭
傅
'を
奔
す
る
を
好
ま
^
、
換
言
ず 

れ
ば
彼
等
は
‘老
後
の
準
備
ヒ
云
ふ
が
如
&
單
純
な
る
理 

由
に
ょ
，ぅ
，て
は
未
だ
以

て

年

：金

に

：

對
す
る
滿
足
の
意
を 

表
ず
る
を
得
ざ
る
な
办
。

.

£

:

1

1

1職

蠢

及

蕃

階

級

別：

官

：營

年

、
金

；制

'度

が

.
-

「

力

-
x

k

L.
I
;め

首
®
比

.
よ

6
.-:
>

始
め
，て
上
.院
k
提
出
せ
ら
れ
た
る
際
之
に
對
す
る 

有
力
な
る
反
對
論
の
一
は
恐

ら

く

該
制

度

が
.痛

切

に
#
 

老
年
余
：を
要
す
る
が
如
き
最
下
層
の
階
級
に
は
到
達
せ 

ざ
.る
べ
し
ミ
の
批
難
な
-

=v

き
。
然
る
に
爾
來
六
年
有
餘 

に
及
べ
る
實
施
0
成
績
に
徵
す
れ
ば
、
遺
慽
な
が
&
右 

の
駿
論
は
大
に
货
锻
R
當
れ
る
こ

V
Cを
承I

I

せ

ざ

る

，ベ 

か
ら
す
。
實
際
加
奈
陀
の
官
營
年
.金
は
最
下
署
の
貧
民 

に
及
ば
ず
"
僅
に
中
產
階
級
以
下
に
比
較
的
普
及
せ
る 

の
事
實
を
以
て
滿
足
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
の
狀
,i
こ
，
し

て
.
 

稍
々
ft
會
政
策
上
證
る
ベ
&
の
現
象
は
傭
*
ど
し
て
生 

評
の
資
料
を
得
る
に
過
ぎ
ざ
る
階
級
の
間
に
制
合
多
數 

の
契
約
*
を
有
す
る
の1

事
な
6
.ど
す
。
 

:次
に
右
の
關
係
を
_
明
す
る
爲
め
予
は
年
金
局
の
乍
一 

製
し
た
.る
年
金
契
約
者
の
職
業
別
表
を
論
評
せ
ん

ビ

す

一
 

此
職
業
別
表
は
年
金
电
込
の
際
其
職
業
を
明
示
せ
る
六 

1
ニ
火
の
契
約
者
に
就
き
之
を
十
個
の
颇
體
に
分

ち

て 

觀
察
せ
る
も
の
な
^
^
.即
ち
十
個
の
圓
體
ビ
は(

|
)

農 

業
*i 
ニ)

自
由

«

業
者 Professional classes 

(

三
.

)

金

姑
十
卷

融
業
者
及
商
業
者..Financiers 

日gollirxts 

(

四)

政 

#.
®
員

(

五〕

鐵
逾
從
業
#

(
六〕

商
業
使
用
人
及
代 

♦理
商(

七
}

«
姆

(

八)

熟
練
職
工Skilled artisans 

(

九)

勞
働
者(

十)

婦
女
小
兒
等
是
な
i
。
此
分
類
に 

對
し
て
は
疑
問
尠
な
か
ら
ず 

> 
例
へ
ば
敎
師
'は
*
し
て 

孰
れ
，の
團
體
.に
屬
せ
し
ひ
る
を
疋
當
€

す
べ
き
や
> 

即 

ち
彼
等
は
.自
由
職
業
者
ご
し
て
辯
識
士
等
ミ
同
類
に
« 

す
べ
き
か
、
或
は
所
得
の
徑
路
に
ょ
6

て
商
業
使
用
人 

ビ〗

體
を
爲
す
べ
き
か
等
は
先
づ
解
釋
を
要
す
べ
き
® 

要
間
題
な
-

C
S。

敎
師
を
斯
く
重
視
す
る
理
_
は
彼
等
が 

年
金
契
約
者
の
太
多
數
を
占
む
る
が
故
'に
し
て
、
實
资 

右
の
六
百
餘
の
契
約
潜
の
丙
八
十
九
人
の
多
き
に
達
し 

全
契
約
«
數
の
十
五
1「

パ
ー
セV

ト」

R
當
れ
る
程
な 

i

而
し
て
其
數
は
熟
線
職
エ
及
勞
働
者
の
合
訐
ょ
彡 

遙
か
R
多
く
、
亦
金
融
業
者
及
商
業
者
の
國
體
ょ
6
も
 

1

'»
多
數
に
し
て
、
總
て
自
由
職
業
者VJ

稱
せ
&
る
、 

者
以
外
の
孰
れ
の
階
級
ょ
.

CS

も
多
數
な
6
。
さ
れ
ば
敎 

師
が
如
何
：な
.る
階

/m
R
M
す
る
や
は
予
の
結
'論
R
®
し

婼
：二
號
-

二
三
..

(

ニ
ニ
七
；

> 

雜
.

錄
社
會
政
笟
ぶ
り
觀
れ
る
加
奈
陀
官
瞥
电
金
制
突



第

十

潴

(
m
l

八)

錄

n

%

て
®
大
な
る
關
係
を
有
す
る
も
の
な
り
。
敎
師
に
比
し 

其

總

數

は

遙

に

尠

き

も

、

全

體

よ

办

看

.て

重

喪

な

る

地 

位
に
在
る
は
商
業
使
用
人
に
し
て
、
三
十
九
人
を
算
し 

之
に
踫
ぐ
は
農
業
潘
三
十
八
人
、
學
生
三
十
人
、
僧
侶 

ニ
*

t*

八
人
等
な
$

其
他
の
職
業
«
は
極
め
て
少
く
婦 

女
小
兒
等
は
純
々
の
雜
分
子
を
交
へ
て
總
計
阀
十
一
人 

R
達
せ
*
^
。

迈
に
方
瓦
を
觅
へ
て
全
契
約
者
を
靡
主
ビ
傭
«
€
の

階

級

に

區

別

し

て

觀

綹

せ

ん

に

"

先

づ

辰

主

階

級

に

屬

す
べ
き
は
農
業
者
、
自
由
職
業
漭
、
商
業
者
、
金
融
業

者
ゝ
婦
女
小
兕
等
に
し
て
"傭
*
階
級
に
は
政
府
臾
員
を

除
け
る
他
のj

切
の
職
業
*
を
柿
入
す
る
を
得
べ
し
。

此
分
類
を
爲
し
た
る
後
若
し
前
條
の
敎
師
を
歷
主
階
級

の
內
R
加
ふ
れ
ば
、
同
階
級
の
焚
約
潘
數
は
全
體
の
六

十

1
「

パ
ー
セ
ン
ト」

ど
な
り
、
傭
者
階
級
は
三
十
五

「

パ
ー
セ
ン
ト

」

、
政
府
货
員
の
數
は
四

「

パ
ー
セ
ン
ト

」

を
占
む
べ
し
。
然
る
に
苦
し
敎
師
を
傭
客
階
段
に
入
る 

; 

れ
.ぱ
-

—

，此
別
は
蓋
し
經
濟
上
恰
晚S.

の
も
-の
な
：る
べ
し

位
の
階
級
に
屬
す
る
も
の
ど
し
て
«
察
せ
ら
る
。
而
し 

て
其
數
は
全
體
の
九「

パー

セ
ン
ト」

f

o
 

P

上
の
說
明
R
よ
i
て
次
の
結
論
を
柚
出
す
る
を
得 

:
べ
し
。
日
は
く
加
祭
陀
の
官
營
年
金
は
下
層
の
貧
民
階 

級

の

間

に

は

普

及

せ

ず

。

然

れ

ど

も

所

謂

中

;,
!
?
生

活
 

(moderate m
e
s
s
)

の
漭
殊
に
俯
潜
陴
級
の
多
數
に
よ 

$
て
利
用
せ
ら
れ
た
る
は
暸
然
れ
る
事
實
に
し
て
、
即 

ち
通
常
巾
產
階
級
ど
し
て
知
&
る

、
所

得

满

以

下

の

間 

に
多
數
の
契
約
渚
を
看
る
の
现
狀
なh

v
j

す
。
 

i
C

結

論

ヵ
奈
陀
の
年
金
局
か
其
事
業
を
開
始
し
て
よ
b
今
日 

R
至
る
迄
六
年
有
餘
の
間
に
受
入
れ
た
る
年
金
契
約
の 

數
は
«
計
三
千
七
7 1

件
に
し
て
、
各
事
業
年
度
に
於
て 

新
に
締
結
し
た
る
契
約
件
數
は
赏
に
沱
の
如
し
。
但
し 

此
內
七
十
五
仲
は
常
事
«
の
死
亡
に
よ
ぅ
て
契
約
消
滅 

し
た
る
が
故
^
现
存
す
る
は
，旣
說
の
三
千
六
百
ニ
十
五 

件
な
ぅ
ど
す
。

辦
粱
年
度 

契
約
#
跛 

奶

十

從(

二 
ニ
九)

0

錄

る
.加
奈
陀
官
醬
年
金
制
度

丨
_
階
級
の
契
約
者
數
は
全
體
の
5E
十「

パ
i

セ
y

ト」

ビ
な
6
て
、
雇
主
階
級
は
四
十
六「

パ
ー
セ
ン
ト」

に

減
少
す
べ
し
。

是
に
由
h
て
之
を
觀
れ
ば
少
額
の
俸
給
苦
く
は
賃
銀

を
得
て
生
訐
を
維
持
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
階
級
に
ょ
り
て

年
金
の
過
半
が
利
用
せ
ら
る
、
こ
^
を
論
斷
す
る
も
決

し
て
失
«

^
る
說
叹
に
は
6
ら
^
る
^

6
。
尙
少
し
く

詳
細
の
傭
者
階
級
の
内
綷
を
分
析
せ
ん
に
*
此
内
に
は

通
常
賃
銀
取
得
者(wage-earners )

て
ぅ
階
級
に
包
擁

せ
ら
る
、
熟
練
職
工
竝
に
勞
働
教
の
數
は
甚
だ
少
く
、

熟
練
職
工
は
九「

パ
ー
セ
ン
ト」

に
し
て
勞
働
漭
は
漸
く

四
「

ハ
ー
セ
ン
ト」

R
達
す
る
の
み
な
-

CS 、

從
つ
て
此

兩
者
を
合
計
す
る
も
十
|
1
1

「

パ
ー
セ
ン
ト」

に
過
ぎ
ざ

る
？

。
若
し
夫
れ
業
務
の
性
質
上
熟
練
職
工
の
部
類

に
入
る
べ
き
鐵
道
從
業
*
を
加
ふ
る
時
は
、
同
階
級
潘

-の
.數
は
幾
分
僧
加
し
て
十
五「

パ
I
セ
ン
ト」

£
な
る
。

商
業
使
用
人
殊
に
赉
頭
手
代
は
熟
練
職
エ
ょ
&
其
所
得 

は
少

.額
'な
4
す
雖
も

：
* 
.

筲

銀

取

傳

.者
ょ

ら

皮

少

し

{
.
M

1

允
〇
八
¥
九
刀1 

1

九
〇
九
年
四
月一 

1

九
一
〇
年

同 

1

九

ニ
年

同
 

1

九
ニ
ー
年

同
 

!九

~-•
'
三

年同
： 

1

九
一
四
年
同

八
o 

五
六
六 

o
六
九 

〇
三
一 

n

i
 

三
一
八

1
M
<
H

|

1̂

0
九
年
3
月
三
十
一
日 

I

'

l

A

l

o
年

同 

1

1

九 

ニ

年

[i
d

1

1

九一

ニ
年
同 

I
 !

九一

三

年
In
i
 

—

一
九一

四
年
同

1

1九
！
3:
年

同
 

：

，

\

右
の
表
に
ょ
&
て
明
か
な
る
如
く
事
業
開
始
當
初
の 

三
年
間
は
長
足
の
發
展
を
看
れ
れV 」

も
、
四
年
度
に
¥
;
 

\

ぅ
て1

頓
挫
を
來
れ
し
爾
來
萎
靡
振
は
ざ
る
に
至
れ
办 

\

想
ふ
に
斯
る
衰
況
を
兒
し
た
る
は
全
く
流
布
の
芊
段
に 

\

職
因
す
る
も
の
に
し
て
、
其
以
前
は
尊
ら
ロ
呑
に
ょ
6 

て
勸
誘
す
る
の
方
針
を
採
-
し̂
が
、
同
時
期
に
至
り
て 

|

1?
に
廣
吿
を
爲
す
に
正
め
れ
る
の
結
果
な
ら
む
。
是
\

|

が
爲
め
經
營
費
は
約
三
分
の1

に
低
減
す
る
を
得
た
れ 

,
ど

も

、

却

て

第

業

の

發

屈

を

肌

砑

し

"

年

々

の

膨

脹

率 

は
す
©
の
三
分
の
一
に
減
少
し
て
利
害
相
半
ば
す
る
の 

奇
怪
な
る
現
象
を
ロH

し
れ
i
。

是

れ

を

要

す

る

來

加

杂

陀

の

經

驗

に

微

す

れ

ば

"

官 

社
愈
政
锻
ム
り
觀
れ
^
加
奈
陀
官
惣
年
金
制
度 

第

二

號

ー

ー

浞



鲂
十
煻
、0

1
H
0
3

 

■

猶

n
典
雨
國
の
翅
锻
法
玫
疋

磬
年
金
制
度
が
老
貧
者
問
題
の
解
決
策
ど
し
て
決
し
て
： 

絕
留
の
方
策
に
わ
ら
ざ
る
こ
^
は

略

ぼ

之

を
|«
明

し

得
 

た
る
が
.如
し
。
勿
論
加
奈
陀
の
年
金
制
度
は
日
傭
職
工 

又

は

勞

働

者

の

如

き

最

下

層

の

勞

働

者

.階

級

の

間

に

は 

普
及
す
る
を
#
ざ
ぅ
き
。
然
れ
ど
も
商
業
使
用
人 

> 敎
一 

師
傲
に
其
れ
ど
同
1
の
»:
會

階

級

に

燭

す

る

者

の

間

に 

在
b
て
大
に
其
注
意
を
喚
起
し
れ
る
は
瞭
然
れ
る
事
實| 

R
し
て
"
.殊
rc
官
營
制
崖
が
年
金
事
業
を
營
む
生
命
保 

險
會
社
に
此
し
優
秀
の
成
績
を
收
め
得
れ
る
は
菩
人
，の 

洼
目
す
べ
き
所
な
6
。
蓋
し
同
制
度
が
流
布
の
方
法
を 

中
途
に
し
て
改
め
ざ
6
せ
ば
、
其
成
績
は
今
日
の
如
.き 

遲
々
た
る
狀
態
R
止
ま
&
す
し
て
、
命
幾
分
の
#
達
を 

潛
た
る
な
ら
む
。
是
れ
加
奈
陀
窟
營
年
金
を
論
ず
る
者 

の
辯
し
く
察
知
す
る
所
な
す
。

.

.
{
大
正
四
年
十
1
H十
二
日
稿
了)

笫
ニ
號

1
!

六

B
英
雨
國'

の

選
擧
法
m

.

山崎•

宗
直

I

序
言

我
國
の
衆
議
院
議
員
*
擧
法
改
JE
の
說
_
は
夂
し
き 

問
霞
な
る
が
、
早
晚
興
實
现
を
見
る
こVJ V

な
る
ベ
き 

を
以
て
我
國
に
於
け
る
立
憲
政
體
の
基
礎
を
0

々
强 

固
な
る
土
毫
の
上
に
据
へ
む
.爲

め

、

此

政

體

.の

祖

國

な 

る
英
，國
に
於
け
る
庶
民
院
議
員
選
擧
法
改
芷
の
出
來
を 

硏
究
し
"
就
中
撰
擧
權
0
擴
張
"
小
«
擧
區
制
の
復
活 

選
擧
の
指
名
日
ど
投
翦
日
ビ
の
區
別
の
設
宠
及
大
學
の 

獨
立
選
擧
區
等
に
中
し
て
其
槪
略
を
述
べ
、
我
國
朝
野 

有
識
の
士
の
輿
考
に
供
す
る
は
强
ち
無
益
の
勞
に
終
ら 

ざ
る
べ
し
.0

,.11 

'1
.
千
八
而
云
十
|1:

年
以
前
の

輩

法
 

,
 

英

國

の

逢

廣

法

K
JF
:
，，の

歷

史

は

之

を

5
沏

に

K
別
す

e
—

.
v
c
t
r
i
p
i
a

る
こ
ど
を
得
べ
し
。
第

”
期

は〗

千

四

西

三

十

年

.
以

前
 

の
®
擧
法
'、
.第11

期
は
一
千
四
^
|ー|十
年
ょ
6
一
 

千
八 

.百
三
十
ニ
年
に
至
る
間
.の
撰
'擧
法
> 
第
三
期
は1

千
八 

W
三
十
ニ
年
の
改
正
法
ょ
5
今
日
に
至
る
問
の
11
^
法 

即
ち
是
な

&
o

(

一)

節
一
、
中
古
時
代
の
®

#
法

.- 

.•
此
時
代
の
國
.脅
_
員
の
選
擧
は
郡
市
兩
部
共
に
，

.

4

 

行
之
を
掌
i
た
6
き
。
郡
部
■
皋
區
に
於
て
は
、
選
擧 

人
及
被
選
擧
人
共
に
其
地
方
在
住
潘
に
し
て
パ
ゥ
"
1̂
姐 

M
#

與
す
る
の
權
利
を
有
す
る
*
は
赀
共
に
有
權
溝
な 

5
.き
。
郡
部
選
出
議
員
は
所
謂
其
郡
部
の
漱
±|
§
、似

齡

： 

漭
即
ち
苏
地
方
在
住
の
武
家
隙
級
の
代
表
者
ど
し
て
國j 

會
R
,
n與
す
る
も
の
^
思
惟
せ
ら
れ
た
ぅ
。
 

一

市
部
の
選
擧
法
は
甚
だ
複
雜
ノ
錯
綜
、
不J

統
に
し
一 

て
、r

千
八
百
三
十
ニ
年
の
改
.I
H
選
擧
法
の
成
立
迄
は 

殆
ん
ど
#
市
邑
の
0
出
に
放
任
せ
ら
れ
、
ff
市
邑
に
ょ 

6
て
其
布
權
資
格
を
興
に
せ
し
が
、
有
榴
漭
は
凡
そ
左 

の
四
稱
に
區
別
す
る
こV 」

を
#
る
が
如
し
。

第

十

餘

(

ニ

三

ご

雜

錄

日

览

附

阀

1/
)
遝
取
法
改
诳

广
i

(

こ

テ
ヌ
ユ
7
ン

士
地
«
有

_
.
の

所

有

潘

-

ス
コ
ツ
ト
、
ア
ン
ド
、

Pク
ト

1

定
の
#
税
を
>上
錬
す
る
市
住
：

(

パ}

特
許
市
邑
の
自
由

民

(

3

^
B
0
0
^
.
A

此
等
の
*
利
は
大
に
濫
用
せ
&
れ
惡
■
限
な
く
"
政 

府
は
常
に
其
選
擧
に
干
#
し
之
を
左
右
せ
し
の
み
な
ら 

t

往
々
極
め
て
少
數
.の
貴
族
或
は
當
豪
數
人
の
|1
員 

選
出
權
ぁ
る
市
選
擧
Is
を
獅
*
し
、
或
時
は 
一
S

K 

に1

名
の
荷
權
者
の
外
な
ぐ
其
有
權
溝
は
S
ら
自
己
を 

選
出
し
て
代
議
士
<£
:
な
り
た
6 V 」

云
ふ
滑
賴
談
さ
へ
6 

ト
ノ
た
る
程
な
h
き
。
故
に
9
此
時
代
に
於
て
は
市
部
の 

選
擧
は
腐
敗
其
極
に
達
し
、
.國
：民

の

意

思

は

郡

部

の

S 

擧
1t
?>
b

T確
か

め&
る

、

こ
マ

J

、
思

惟

せ

ら

れ

た
.

CN 

0
1
>
'
第
ニ
、
近
世
湖
時
代
の
選
擧
法 

然
る
に
一
千
四
西
三
十
年
へ
ン
リ
第
六
世
の
時
代
に 

於
て
"
郡
部
選
彤
資
格
は
年
额
金
四
拚
卞
3 (

现
狂
の
金 

參
四
枪
磅
以
上
に
相
當
す
る
な
る
べ
し

)

の
货
仍
©
値 

6
る
自
由
保
苻
權
あ
る
土
地
所
有
漭
R
限
足
せ
ら
れ
た

一1

七


